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第38回 日本泌尿器科学会中部総会 シンポジウム1

「職 業 と 尿 路 腫 瘍」

京都大学医学部泌尿器科学教室(主 任:吉 田 修教授)

吉 田 修

司 会 の こ とば

本 シ ンポジウムの 目的は二つあ る.一 つはベ ンチジ ソ,2一 ナフチ ィル ァ ミンに よる職業性膀胱癌を臨床の立場

か ら総括す ることで ある.わ が国ではベ ンチ ジンは1970年 に,2一 ナフチ ィルア ミンは1971年 に製造が中止 された

が,そ の時点 で約3,300人 が危険人 口である と報告 された.そ れか ら20年 近 くが経 過 したが,こ れ ら危険人 口の

発病 の実態 は?そ の予後 は?も う日本では職業性膀胱癌 は今後発生 しない と言えるのか?こ れ らの点を今

明確に して お くこ とは,臨 床の立場か らして も重要 な ことである.

今 日まで職 業性膀胱癌は労働省管轄の もとで取 り扱 われ,学 会において も公衆衛生学者 が,ど ちらか とい うと

やや クローズされたかた ちで論議 されていた ように思われ る.し か し,実 際に患 者を治療す るのは泌尿器科医 で

あ り,わ が 国の職業性膀胱癌の実態を知 ることはぜ ひ とも必要 なことであ る.

膀胱癌 の発生要 因には ベ ンチジ ン,2一 ナフチ ィルア ミンに よる職業性以外に も,あ る種 の職業 が関連 してい る

ことが知 られ ている.こ の点を 検討す るのが も う一つの 目的である.膀 胱癌発生要因 と して 喫煙は重要 である

が,職 業的要 因 とも関連 させて論 ずべ きであろ う.

この シ ンポジ ウムでは職業性膀胱癌の検診 と治療 に直接携わ った方に も参加願 って,全 国的 集計を行 い報告 し

ていた だいた 。また膀胱癌発生要因に関連する職 業の検討 は疫学的立場か らは勿論の こと,生 化学的 にも討議 さ

れた。

この記録 は泌尿器科 に とって貴重な ものになる と信 ずる,本 シ ンポジ ウムに参加 された皆 さんな らびに大川順

正会長 に謝意 を表す る.
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